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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 2 0 1 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0
15 * 0 0 4 10 2 5 3 1 4 5 0 1 0 1
37 * 0 0 9 14 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0
60 * 0 0 2 5 2 2 2 1 2 3 0 0 0 0
76 * 0 0 1 2 0 0 2 2 6 8 0 0 1 0
2 0 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
5 0 1 1 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 0 2 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
18 0 0 0 2 4 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
23 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 0 0 0 4 5 2 3 2 3 1 4 0 0 0 0
29 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
91 0 0 2 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 2 0 2 0 0 2 0 3 3 0 0 0 0
23 * 1 1 3 12 3 3 0 1 2 3 0 0 0 0
25 * 0 0 2 8 0 1 3 0 2 2 1 2 0 0
33 * 0 0 0 8 0 0 2 0 1 1 3 0 0 0
35 * 0 1 4 8 2 2 2 4 5 9 1 0 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 3 5 1 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
20 0 0 4 3 5 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0
41 0 0 0 1 3 0 0 5 0 1 1 0 1 0 0
22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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戦評
総括、得点が入りだすと止まらない爆発力のある同志社大学と、強靭なディフェンスから思い切りのいいシュートで
流れを作る立命館大学とのカード。試合開始から簡単にシュートを打たせない堅い守りから得点を重ねた同志社と、
自分たちのバスケができずミスが目立った立命館。第1ピリオドから第4ピリオドまで全く流れを渡さなかった同志社が
77-45と勝ちを手にした。
第1ピリオド、立命館は1-2-2のゾーンディフェンスで同志社の得点を抑えようとするも、同志社は＃15谷口の活躍
などにより5連続得点をする。対する立命館はディフェンスから流れを作れずミスを連発し6分経過して0得点と苦しい
展開となる。後半、同志社は交代で入ってきた＃2荒谷のきれいな弧を描くシュートで得点を重ね差を広げる。7分経
過して立命館は＃14吉田の3Pシュートでようやく初得点を決める。初得点を決めて落ち着くことができた立命館は3
連続得点で勢いに乗ると思ったがリバウンドが強い同志社が流れを渡さず20-7と同志社リードで終了する。
第2ピリオド、両者入れられれば入れ返す点の取り合いになりどちらも一歩も引かない。そんな中立命館がタイムア
ウトを取る。タイムアウトがあけて立命館＃33竹本が上からガードにプレッシャーをかけ同志社は思うように攻めること
ができない。立命館も上手くノーマークでシュートを打っているが入らない。後半に入っても得点が入らず膠着状態
になっていた。その均衡を破ったのは同志社＃24石塚のバスケットカウントだった。それから勢いに乗った同志社は
＃37仲西の3連続得点があり差がどんどん広がる。立命館は＃14吉田の3Pシュートで応戦するも単発に終わる。同
志社はさらに＃5改田がブザービートの3Pシュートを沈め40-20と同志社が20点リードで前半を折り返す。
第3ピリオド、主導権を握ったのは前半の勢いそのままの同志社だった。同志社＃37仲西＃15谷口とセンターフォ
ワード陣が活躍をみせる。後半も同志社ペースは変わらず＃37仲西が得点を量産する。対する立命館は3ピリオド
始まってすぐの＃23東のシュート以来1本も決まらず苦しい展開。その後立命館はタイムアウトを取り＃20高野がミド
ルシュートをきめるが同志
社の勢いを止めるには至らず。同志社はスタメンを休ませる余裕ができたため交代していく。それでもスタメンと変わ
らない層の厚い同志社が54-27とリードして第3ピリオド終了する。
第4ピリオド、始まってすぐ同志社＃24石塚のレイアップ＃12元田のバスケットカウント＃18井島のフリースローと一
気に7得点する。立命館も諦めずゴールに向かい奮闘するも同志社が上手くボールを回し楽に点をを取り続け77-
45と同志社が勝利を手にした。
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